
日時 令和６年１２月５日（木）１０：３０～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１ 白石市と株式会社仙台にしむらとの連携協定締結式

２ 市制施行７０周年記念のど自慢公開収録について

３

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

１２月定例会への提出議案について

白　石　市



 

白石市と株式会社仙台にしむらとの連携協定締結式について 

 

  

日 時：令和６年１２月５日（木曜日） 

午前１０時３０分～ 

会 場：白石市防災センター会議室 

 

〇協定締結の経緯 

白石市と日本マクドナルド株式会社フランチャイジーである株式会社仙台にしむ

らは、地域課題の解決と市民サービスの向上を図るため、連携協定を締結し、密接な

相互の連携及び協働による活動を推進しようとするものです。 

 

〇協定締結内容 

・締結者  白石市・・・・・・・・・・山田裕一市長 

株式会社仙台にしむら・・・西村俊亮取締役社長 

・協定項目 

（１）子育て・教育等子どもたちの幸せに関すること 

（２）防災・防犯・交通安全等地域の安全・安心に関すること 

（３）その他、連携協定の目的に沿うこと 

 

令和６年１２月定例記者会見資料



 

白石市と株式会社仙台にしむらとの連携協定締結式 

 
  
                               日 時：令和６年１２月５日（木曜日） 

                       １０時３０分～ 

                               会 場：防災センター２階 会議室 
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令和６年１２月 定例記者会見資料 

 

市制施行７０周年記念のど自慢公開収録について 

                         担当：総務部総務課 

 

本市は、令和６年４月１日に市制施行７０周年を迎えたことから、記念事業として

「ＮＨＫのど自慢」の公開収録をホワイトキューブで開催します。会場となるホワイ

トキューブは、令和４年３月に発生した福島県沖地震によりコンサートホール等に甚

大な被害を受けましたが、本年９月に復旧工事が完了しました。 

ＮＨＫのど自慢をホワイトキューブで開催することにより、復興した姿を全国のみ

なさんに見ていただき、記念すべき年を市全体でお祝いするとともに、ふるさと白石

に対する愛着やシビックプライドの醸成を図ります。 

ＮＨＫのど自慢は、“あなたの街の、みんなのステージ”をテーマに、地域のみな

さんの歌声を全国にお届けします。みなさんのご参加をお待ちしています。 

 

○事業概要 

開催日時  令和７年３月９日（日）１２時１５分から１３時００分まで生放送 

        （予選会は３月８日（土）１２時００分から開始予定） 

場  所  白石市文化体育活動センター 

（ホワイトキューブ Ａ・Ｂ・Ｃアリーナ） 

観覧席数  最大１，６００席（詳細は今後、ＮＨＫ仙台放送局と調整。） 

○主催 

  ＮＨＫ仙台放送局、白石市 

〇出演予定 

  予選を通過した２０組程度のみなさん 

  ゲスト：森口博子、福田こうへい 

  司 会：廣瀬智美アナウンサー 

〇出場申込 

  申込方法  ＮＨＫの申込ホームページ又は 

郵便通常はがき（片道）による応募 

  申込締切  令和７年１月１４日（火） 

〇観覧申込 

  申込方法  ＮＨＫの申込ホームページによる応募 

  申込締切  令和７年２月１２日（水） 

 

※市のデジタル・デバイド対策に向けた取組として、令和７年１月に開催予定のスマ

ホ教室において、ＮＨＫの申込ホームページによる応募を支援する予定です。 

  

ＮＨＫの申込ホームページ 
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担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

17,773,159 191,709 17,964,868

介 護 保 険 4,315,241 612 4,315,853

計 8,659,956 612 8,660,568

26,433,115 192,321 26,625,436

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む

１２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

8,464

15,175

251

573

令和６年度１２月補正予算概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

合　　　　　　計

　令和６年度１２月一般会計補正予算額は １億９，１７０万９千円の増額で、累計では

１７９億６，４８６万８千円となります。

　今回の補正予算は、市制施行７０周年記念のど自慢公開収録開催事業やスマートイン

ターチェンジ整備事業、学力向上プロジェクト事業などの経費を計上しております。

　事業別の詳細は、別紙１から３のとおりです。

学力向上プロジェクト事業（白石市学力・学習状況調査）

【債務負担行為】白石市学力・学習状況調査業務委託料

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

市制施行７０周年記念のど自慢公開収録開催事業

スマートインターチェンジ整備事業



［別紙１］ 

令和６年１２月議会 記者会見資料 

令和６年度１２月補正予算関係 

 

市制施行７０周年記念のど自慢公開収録開催事業 

 

担当：総務部総務課 

 

本市は、令和６年４月１日に市制施行７０周年を迎えたことから、記念事業として

「ＮＨＫのど自慢」の公開収録をホワイトキューブで開催します。会場となるホワイ

トキューブは、令和４年３月に発生した福島県沖地震によりコンサートホール等に甚

大な被害を受けましたが、本年９月に復旧工事が完了しました。 

令和６年度１２月補正予算では、ＮＨＫのど自慢公開収録を円滑に実施するため、

会場の設営、駐車場整理、設備及び備品の借り上げに必要な経費を計上しています。 

ＮＨＫのど自慢をホワイトキューブで開催することにより、地震から復旧した姿を

全国のみなさまに見ていただき、記念すべき年を市全体でお祝いするとともに、ふる

さと白石に対する愛着やシビックプライドの醸成を図ります。 

 

○事業概要 

１ 開催日時 

   令和７年３月９日（日）１２時１５分から１３時００分まで生放送 

２ 場所 

   白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ Ａ・Ｂ・Ｃアリーナ） 

３ 観覧席数 

   最大１，６００席（詳細は今後、ＮＨＫ仙台放送局と調整。） 

４ 日程 

令和７年３月４日（火）、５日（水） イントレ（足場）設営作業 

６日（木）、７日（金） 会場及び楽屋準備等 

８日（土） 予選会（約２００組参加） 

９日（日） 公開収録本番 

１０日（月） イントレ（足場）撤去作業 

 

［歳出］ ２款 総務費  １項 総務管理費  １目 一般管理費 

          ３事業 一般管理的経費（総務） 

    １２節 委託料                ６，４１２千円 

             （会場設営及び撤去業務委託料、駐車場整理業務委託料） 

    １３節 使用料及び賃借料           ２，０５２千円 

                                              合計 ８，４６４千円



［別紙２］ 

令和６年１２月議会 記者会見資料 

令和６年度１２月補正予算関係 

 

スマートインターチェンジ整備事業 

 

担当：建設部都市創造課 

 

本市が取り組んでおります（仮称）白石中央スマートインターチェンジについては、

東日本高速道路株式会社との協定に基づき整備を進めており、令和７年度から本格的

に工事に着手する予定です。 

１２月補正予算では、スマートインターチェンジの本体工事の際に必要となる工事

用道路等を整備するための附帯工事費等を計上しております。 

スマートインターチェンジが整備されることにより、東北縦貫自動車道のさらなる

有効活用が図られ、新たな企業誘致の実現や企業活動の支援が期待できるとともに、

あわせて周辺整備を行い、賑わいと活力あふれる新たな拠点の創設とともに、更なる

観光産業の活性化につなげていくため、関係機関と連携し早期完成を目指していきま

す。 

 

〇事業概要 

１ 実施場所  白石市大平中目地内～斎川地内 

 

２ 事業概要  スマートインターチェンジにおける工事用道路等の整備 

                 

［歳入］ 21 款 諸収入  ４項  受託事業収入 ４目 土木費受託事業収入 

               

     スマートインターチェンジ整備事業負担金    １５,１７３千円 

 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費  ６目 ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ整備事業費 

          ２事業 スマートインターチェンジ整備事業 

 

３節 職員手当等                ７００千円 

１０節 需要費                  ２３５千円 

１３節 使用料及び賃借料           １，３６２千円 

    １４節 工事請負費             １２，８７８千円 

計１５，１７５千円 



［別紙３］ 

令和６年１２月議会 記者会見資料 

令和６年度１２月補正予算関係 

 

学力向上プロジェクト事業（白石市学力・学習状況調査） 

 

担当：教育部学校管理課 

 

白石市学力・学習状況調査（ＩＲＴテスト）は、個々の児童生徒の学力の伸びに主

眼を置き、令和元年度以降の学力の伸びと非認知能力の変容に基づき、授業改善及び

個に応じた指導を行うなど、学力向上におけるＲ-ＰＤＣＡサイクルを確立するため、

例年４月から５月に調査を実施しており、小学校は国語と算数、中学校は国語、数学

及び英語の調査を実施しております。 

１２月補正予算には、来年度の調査を実施するための準備経費を計上するほか、次

年度に要する経費を債務負担行為として計上しております。 

なお、学力・学習状況調査は、令和６年度から「文部科学省ＣＢＴシステム(ＭＥＸ

ＣＢＴ(メクビット))」を利用して実施しており、１人１台端末の活用を前提とした

教育分野のＤＸを更に推進できるものと期待しているところです。 

 

○事業概要 

１ 実施場所 

市内小・中学校 

２ 対象者 

小学校第４学年から中学校第３学年（令和７年度） 

３ 準備調査内容 

  学校基本情報の登録や本調査実施マニュアルの作成、テスト用個人管理番号の準

備、ＣＢＴ方式（Computer Based Testing：コンピュータを用いたテスト方式）

の事前体験など 

 

 

［歳出］ １０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

          ７事業 学力向上プロジェクト事業 

    １２節 委託料 

         白石市学力・学習状況調査業務委託料  ２５１千円 

 

 

[債務負担行為] 

     白石市学力・学習状況調査業務委託料   ５７３千円 

                                               


